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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
科研費は、基礎から応用に至るすべての研究分野を対象とした、研究者の自由な発想に基づく研究を格段に発展させることを目的をする研究費です。
審査は応募者と同じ研究分野の研究者による審査、いわゆるピアレビューで行われます。そのため、審査員をしていることは厳重な秘密事項となっています。
この科研費のピラミットをご覧ください。
研究者のキャリアアップ、研究テーマの進展に応じて、⾃らが挑戦できるよう、研究種⽬を設定されています。
種目には若手研究者を支援する「研究スタート」「若手研究」から、基礎研究を進める「基盤研究」、新領域を開拓する「学術変革領域研究」「挑戦的研究」などがあり、その性格や金額が異なります。
若手研究は…博士の学位取得後８年未満の研究者が一人で行う研究。研究期間は２～５年間で、研究費は500万円以内。
基盤研究は…一人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究。研究期間は３～５年間で、金額はＣで500万円以内、Ｂで500～2000万円、Ａだと2000～5000万円。
挑戦的研究は…一人又は複数の研究者で組織する研究計画で、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・転換させることを志向し、飛躍的に発展する潜在性を有する研究。
（萌芽）の研究期間は２～３年間で、金額が500万円以内。（開拓）の研究期間は３～６年間で、500～2000万円。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この図は、内閣府が作った公的研究費のマップに加筆したものです。
この中で、科研費は、学術研究の中の、基礎研究からやや応用研究、という位置づけです。
事業化、社会実装、または社会課題の解決という目的を定めて配分される、要請研究や、戦略研究のための研究費ではなく、研究者の学術的興味だけで、研究費が得られるところが、他の公的研究費との違いとなっています。
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の研究成果展開事業などは、科研費などによる研究の成果の事業化、社会実装のために研究費を配分しています。
社会課題解決のためには、様々な省庁が研究費を配分しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現在募集している2026年度の科研費の前年からの変更点は、新たに「基盤研究（Ａ）」の調書をカラー化、ＰＤＦで審査されることです。
基盤研究（B）（C）、若手研究、挑戦的研究（開拓、萌芽）は、従来通りのモノクロ印刷で審査されますので、調書をカラーで作成した場合は、一度白黒で印刷し、読み取りやすいかどうかをチェックする必要があります。

また、ここ数年の変化としては、
「研究目的、研究方法など」　の小項目に変更がありますので、古い調書の内容をそのままコピペしたのでは不適切になる恐れがありますので、お気を付けください。
基盤研究(A)(B)(C)には、研究課題の国際性に関する評定要素が加わりましたので、ここで失点しないよう、「国際性」についてしっかりとご記載ください。
研究インテグリティ誓約をしていませんと、応募できません。そしてそれは電子申請システムではなく、e-Radにログインする必要がありますので、後回しにせず、すぐにご確認ください。
（採択後の操作ではありますが）研究代表者及び研究分担者全員が「安全保障貿易管理情報」を登録していない場合、支払請求書を送信できなくなりました。）






PHrEISFH SO

g‘f-ﬁa—b\ T [ “ - EE E N
(Gl UZEXDURL] _ . =] =
httpsﬂl%v(w}yw. unio\)/. gaku Yes _Ragﬁ@%% ﬁ"?ﬁ &ﬂ%IEt* L ﬁf_[’ﬁiﬁt RQ—IFT%H:'.
shuin. ac. jp/research Eﬁﬁ L G EKE "o aﬁ%bt 1-4-t EXODEHJA%FH
support/about- RIEER ° Eﬁﬁﬁ?ﬂ%lik.‘i‘%g
hand L ing/ HAPR : 2025FTH28H
BT 2 DOEEERE {
-RadiftzE &
No | |ZEwSs—Icte = BRI COL DR
> (1 ) fiﬁﬁ%ﬂjﬂﬁ%%ﬂa [ %%'ﬁ‘}\or ]:-?_E%:I'%Eﬁnﬁ B I:Ilb\ M‘g(;r_\ LJEH:
ARLE [E1ER o | B
(2) FEFREZAMEIC
B9 SEREE



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、事前調査票を提出するまでのフローになります。
科研費応募の資格を満たすために、複数のチェックポイントがあります。
そして、事前調査票は、重複応募のチェックなどの事務対応に使いますので、締切後も、必ず提出してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
操作の流れと参考となるフローとURLをまとめました。
この図は字が細かい資料をダウンロードして、お使いください
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これが事前調査票の文面です。
研究代表者に作って頂く研究計画調書は、9/16にはいったんまとめてJSPSに送信いたしますので、作成をよろしくお願いいたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、研究者の学術的興味だけでも、研究費が得られるのが科研費ですが、そこに採択されるにはどうすればいいかについてご説明します。
これは2024年度までの、特定の種目だけで、採択率の変遷を見ています。

この黄緑色、新規採択を見ますと、件数は横ばい、また、採択率も30％より少し低いところで推移しています。
つまり、採択には、上位30％以内に入っていなければならない、ということになります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、科研費調書はどのように採点されているのでしょうか。

これは、基盤研究(B)(C)の評定要素の構成です。
Ａ（１）研究課題の学術的重要性
Ａ（２）研究方法の妥当性
Ａ（３）研究遂行能力及び研究環境の適切性

それぞれ４点満点で採点されます。
また、基盤研究(A)(B)(C)には、Ｂ.研究課題の国際性に関する評定要素が、４点満点で加わっています。

ここで注目していただきたいのですが、Ａ.　の３つ評定要素は、相対評価で採点されることです。
４点ないし３点をとれば、上位30％以内ですが、1点や2点を付けられてしまうと、採択は極めて難しくなります。

ですので、全ての評定要素において、取りこぼしなく、きちんと評価していただけるような調書の作成をお願いします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで、基盤研究(A)(B)(C)の新しい評定要素である
「研究課題の国際性に関する評定要素」
について少し詳しく説明します。
これは、国際性のある研究により多く研究費を配分しようという目的で増えた要素です。

この表にありますように、世界をけん引する「トップランナー」であることを客観的に示す必要があります。

では、日本固有の文化等の研究や、国内での研究活動のみの場合では、どう主張すればよいかですが，
日本以外の、世界の側からみて、学術的な価値がある、ということの客観的な位置づけや評価を、審査員に伝わりやすく、記載をお願いします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、もう一度、科研費のピラミッドにもどります。
右側にある縦の矢印、「研究の発展（ステップアップ）」にご注目ください。
この図は、山登りにたとえられると思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この山登り、に評定要素を当てはめてみたものです。
評定要素Ａ(1) は研究課題の学術的重要性、すなわち、山登りで目指す目的地の価値、高さです。
登攀ルートは、評定要素Ａ(2) の研究方法の妥当性（経費の使い方）となります。
そして，ベースキャンプに相当するのが、A(3)研究遂行能力及び研究環境の適切性ということになります。

登山家が、テレビ局またはスポーツ用品店から登山費用を得るには、その登山が価値あるものに見えるような登山計画書をそのスポンサーに提出する必要があります。
科研費の場合、スポンサーは、国民です。その貴重な税金の使い道として、ピアレビューの審査員が任命されています。

そして、目的地には、ライバルたちも、違う登攀ルートで登ってきます。
そんな中で、上位30％以内に入る必要があります。

登山には、落石や洪水が起こることもあり、迂回ルート（Plan-B）をあらかじめ用意しておく必要があるかもしれません。
そして、一つ山に登ると、また違った景色が見渡せるようになり、次の目的地も見えてきますし、ベースキャンプをそこに移して、さらなる発展が期待できます。
そのためにも、まずは審査員に理解されやすい調書を書き、研究費を得て、この山を登り続けていただきたきと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
種目の選び方です。

最初はやはり若手研究または基盤Cということになります。
若手研究は、学位取得後8年未満、最大２回までと、条件はいろいろとありますが、採択率40％と高いのがメリットです。
科研費には、公平性から、重複して応募や受給するのに、制限がかかっています。
「複数応募」その枠のなかで最大限にとっていこうという戦略もあります。
「重複回避＆リスク分散」　重複応募はせず、また、研究者ﾈｯﾄﾜｰｸを構築して、複数のテーマの研究分担者となって研究費を得る戦略もあります。
そして、ステップアップしていただいたあとでは，
科研費の頂点を目指す　戦略　（学術変革領域研究（B）代表、そこから学術変革領域研究（A）代表へのステップアップ、への挑戦）
　　　基盤Sへの挑戦，などが考えられます。それらの種目は現在、実績を積み上げ、ワールドワイドな研究者ネットワークを構築出来ている研究者が獲得できています。
(2) 先に「公的研究費マップ（科研費の位置づけ）」のスライドでご説明しましたが、研究成果を、戦略研究や要請研究に展開して公的研究費を獲得しながらも、
基盤となる研究は科研費を獲得して着実に進める、などの戦略もあります。
なお、重複制限については、公募要領を見ても不明な時は研究支援センターにお尋ねください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
公募の流れについて。
まず
①応募種目の公募要領と審査基準を確認します。
②科研費電子申請システムで応募するので、e-RadのID・PWや登録情報を確認してください。
③研究計画調書の作成。電子申請システムで入力するWeb入力部分とWordファイルで作成する部分を合体させて調書を完成させます。
公募要領の別冊や必要に応じて科研費電子申請システムの操作手引きも確認してください。
不明点は研究支援センターまで。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研究計画調書の内容について。

応募区分に迷ったら、KAKENデータベースで応募テーマやキーワードで検索し、どの区分で採択されているか確認するのも有効。※後に詳述
課題名は(全角)40文字以内。抽象的なものではなく、内容を具体的に表す、刺さるものとします。
経費は採択されても3割程度カットされてしまうので、余裕をもって、上限額に近い金額にした方が良いです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研究組織について。
研究分担者を置くことができない種目もありますが、研究分担者を置く場合では、
どのように協力して研究を行うかわかるように、それぞれの役割を記載します。
今回から、e-Radの研究インテグリティに関する入力項目と科研費電子申請システムが連携されることになったので、特にe-Radの研究インテグリティの誓約状況にチェックが入っていないと応募できません。
研究グループの全員がこの入力を行っていないと応募できないので注意願います。
e-Rad入力から電子申請システムへ反映へは１時間ほどかかりますので、ご自身および連携する先生には早めにe-Radで誓約していただきますようよろしくお願いいたします。


BELS— 14 FEHERE (RH7 74 EE) w (o) < Eﬁ% E’\] ° Eﬁ%ﬁ;ﬁ@

1 WREM. BRAZEGE =X =
AFTHENEFL VES) oFEES THEESLS, BHRCYESTR, RYFARESEFR B3 FER UTREC On}baj"‘\)a_ < < XE = .
M ORE (LCEENST) pETSIL. RRKECCN 7 5VH o o
AWMROEN EFREXIToNT, ARMNTREETEZE, EH:I'L/)(\)E,—I—. ¢E$EEDT aj~“(\33:<\\_a$ka_é » |7 = ~ »
W E DEES R EEBT RAL, AXLE, DARTOFRORETAFAORIE BN, FRMEOBL ° 5?") j(j(?\ 7/9 7’( J\ Elgliir\f&t Eﬁb\jiétzté@gﬁﬁﬁﬂf’r J I\b\;bb\ U
O e el s Tfrﬂﬂ.;ﬁ:”’kl‘;;l; var IE<<TRBDT, CC%H@FE ICfE 3, . e
BRERAT %) SF1 S0t AR B 1 TR - ®FE. 5IAES. OFEVDIT. BRICRE[MTD. HFEVLEENITN TS EEBESDIEMRE
ATASTRHAFE L LT I BAE, FRs®, FasigoEn atsmifazt, b\j(:t. < ij-H- 5 nij—o
(i) . — -y

X?E/—F%_:“'ls_'méj T%< o

OMRNRHZEAND
BEIL101TIEE TR T Do . BEZEOEBROMT (BERNOEH) H3HEANS,

XAZHRITEEINS S, WTEBHRILTHT, FIVIT 5,
OMEEEZDMUPTIEL
« FEZEIC, AZEEDLIITITINZEELHT 5. XIVIV—IL. FEBFRZEH <,
s MRBEEDGENTIRIDHY EIFEDIE. Plan-BEEEHET D,
- AYRREOBARH., BRNAOHR RA - #ERSF) OREFE, F&. TEZESTHE.
(&) TNODWERZEBS(CEMBUCIAITAL OB ULET,
OfftE\KE - R DIBE - MABNEDXEIZHELT 5.
« BH. MRBHEE. BERILEREDHWIFIZVHANDY IS, HREZEHNIC/EDS Z&IET

A&, 111 2 RULE (GEEIZ10RA =50,
UL OASTSIOXEE[ERT B, O TEmEM] (CEAUTERHEH TS [EBETA - B - C)
. BHNBFT EEYL] OFREBRBIIENS, BEICHVTIE, TEBLEFREVEKRE
Brg3snls,
- EEHRMAEZERL VWD ENDHFEE DT, BEERENEVWETHET D2EDTIERL,
HENEE (REDHFFD)
S ﬁf g - FEEMY (SRBNICHAOREZITASIT D, BEZERU THFEDHED HEICEET B,
|in[ = RS EHAERBOMZEE L TOSVWVEEZEIET 2%F] LADOHRETH>TE. YUZHHT
Wﬁﬁ%ﬁ% ERMEE] & UTCEHBEINDEDIERBBHICTHMEINETD T, TOEEXZHURADELX
HRERS | WTT,

I e NOLY NI Y SYARSY ™
LEASDERZHITET



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
調書のWordファイル部分について。
読みやすく書く。審査委員は限られた時間で多くの調書を読むうえ、専門ど真ん中の人とは限らないので、見やすく、理解しやすい調書を書くことが大切です。
研究チームの体制や研究計画が一目でわかるような「効果的な図」を入れるのも良いです。
文章でロジックの流れが審査員にすらすらと伝わりそうであれば、無理に図を入れなくともよいですが、
審査員の理解の助けになり「これなら概要をまで把握していただけて、興味を引いて詳細に中身を読み込んで高得点を配してくれそう」
と思われる図が出来れば、入れたほうが良いです。審査員は忙しいのです。
基盤A・B・Cでは国際性に関する記述も必要です。点数を取りこぼさないようにご注意ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Ｒ７以降、小項目が変更されていますので、以前の調書をそのまま使わず、必ず最新の書式をダウンロードして，そこにご記入をお願いします。

（1）に、従来（3）にあった「着想に至った経緯」が移動。書きやすくなりました。
基盤A・B・Cでは、新たに（6）の国際性に関する記載が追加されました。

この順番や文言を勝手に変えたりすると、忙しい審査員に激しい認知負荷を負わせてしまいますのでお気を付けください。
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プレゼンテーションのノート
グラフィカル・アブストラクトの進め
理工系のテーマ、あるいは論理展開を重視した研究の場合は、
第1図に、全体概要を一望できる図があると審査員の理解を助けます。
（例示したものは、文字だけの表現ですので、適宜変形してください）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
着想、についての説明に困ったら、このページを参照してください。
アメリカの研究家ボブ・エバールが考案した、アイデア発想のためのフレームワーク、SCAMPERです。
「～をすれば、この問題が解決できるのではないかとの着想を得た」
などとして利用できます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研究遂行能力についての指示書きも変更されましたが、内容が変更されたわけではありません。
従来どおり、応募課題の遂行能力を示す活動を記載する欄ですが、研究業績を記載しなくてよいと誤解されがちだったことから「研究業績」と明記されました。
だが、論文リストのように業績を羅列すれば良くなったわけではありません。
本研究に本当に関係ある業績を厳選してお書きください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
人権の保護に関するページについて。
該当しない場合は「該当しない」と明記する。
簡易的なアンケート調査であっても、個人情報を扱うなどの場合は配慮が必要になるので、例を参考に記載する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研究支援センターで、記載内容が整っているか、形式チェックを行いますが、「研究経費とその必要性について」が修正点がもっとも多く発生しています。
税金の使い道ですので、正しくご記入していただきますようお願いします。
そのために、
研究計画をどう進めるか、をしっかりイメージして、その流れに沿って必要な経費を当てはめていただきたく、このような図を作りました。
字が細かいので、資料をダウンロードしてご覧ください。
記載内容が，本文の方と整合していないと、審査員に経費の必要性が伝わらないどころか、逆に怪しまれてしまいます。

設備は通常、最初に大物を買い、研究期間の間、使い倒すようにして使います。
最終年度に高い設備を買うのは怪しまれます。
また、サーバー、ノートPC、デジカメなどは、転売が容易であり、研究室に既にありそうなものなので、審査員から目を付けられやすいのです。
必要性を、だから何倍の性能が必要、などと、定量的、にお書きください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研究経費について。
設備備品となるのは、10万円以上の機器・備品や換金性の高い物品。
消耗品は、10万円未満の物品。
図書は消耗品。10万円をこえても消耗品です。図書の分野、用途をお書きください。
特定の分野の調査、測定技術の習得、など。とはいっても入門書の類は認められにくいです。
多数の書籍を購入予定の場合は、「○○関連図書」のように、ある程度内容がわかるように記載する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
旅費は、目的・行先・期間を具体的に書く。
人件費も内容を具体的に書く。
本文に書く研究計画と整合性が取れるように記載して、経費の妥当性を示すことが重要。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
審査区分について。
大学の学科や専攻などに基づいているものではありません。
区分には大中小があるが、基盤Aと挑戦的研究は中区分から選択。基盤B・Cと若手研究は小区分から選択します。
特に大区分・中区分は、広い分野の審査委員で審査することを意識して、専門が離れた審査委員にも理解しやすいように記載します。
基盤Bも件数が少ない区分は複数を合わせて審査することがありますので、専門分野以外の先生にも理解しやすい記述が必要です。
区分に迷ったら、KAKENデータベースを活用してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
前回の審査結果を活用してください。
弱点を補強し、評定要素で漏れなく高得点が得られるようお願いします。
なお、前回の審査結果は、掲載期限がありますので、必ず期限内に保存していただくようお願いします。

不採択調書をそのまま再応募に使用することはおすすめしません。
様式も毎年変わるので、最新のものを使用すること。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
審査の流れについて。
基盤Aと挑戦的研究（開拓）は書面審査と合議審査。
基盤研究B・Cと若手研究、挑戦的研究（萌芽）は2段階書面審査。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
審査員は、秘密裏に大量の調書を読み、審査意見を書き、採点をするという、激しいストレスの中で採点をしています。
認知ストレスを与えずに、内容を理解していただけるよう、取りこぼしが無いよう、よろしくお願いいたします。
論理展開に関しては、身近にいる人で、研究内容をよく知らないような人に，口頭で説明して使わるかどうか試す手もあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【参考】電子申請システムでの操作
研究者からの「提出」により研究支援センターに届きます。その後でJSPSに送信しますので，JSPS締切に対して余裕が必要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
応募中、受入予定、e-Rad外、それぞれの研究費の記載欄。e-Radで登録されたものが反映されます。
（科研費電子申請システム上でも修正可能だが、その内容は自動ではe-Radに反映されない。）

特に、重要なのが、研究インテグリティのチェック。これがないと、そもそも応募が出来ません。
e-Radにログインし、研究インテグリティの誓約状況欄には必ずチェックを入れておいてください。

なお、e-Radと科研費電子申請システムの連携には通常60分程度かかるのですが、（応募の集中時期などは）さらに時間を要する場合があるので、時間に余裕をもって登録してくざさい。できればいますぐ。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
提出締切日について。
科研費電子申請システムで提出（紙媒体の提出は不要）。
先生が提出ボタンを押しても、直接学振には届かない。
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